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E 17 茶室水屋の建築計画論的研究　　 一茶室水屋の平面構成一

東京家政学院大家政 ○中原暢子

住　　 居

目卜的：この研究は茶室に付属する水屋を中心として、茶室と水屋の使いやすい配置及び
適正な広さについて考察することを目的としている。

客に濃茶または薄茶を供する場合、さらに懐石料理まで出す時、 その準備、途中の動き、

さらに後始末が如何にスムースに運び如何に使い易いかは大きな問題である。これは平面

の設計に左右されるところが一番大きいので、使い方を主にして平面分析を行った。

方法：茶室と水屋の関係を　1 ）古典的茶室　2 ）近代茶室　さらに1 ）2 ）を公的茶
室一不特定多数の人が使用出来る茶室－と　私的茶室一個人所有で特定の人が使用する茶

室－に分類して、文献から使い方を推測したもの。実際に使ってデーターを炉と風炉に分

けてとったもの。中原の設計したもので使い方が明らかに解るものについて、茶室と水屋

の配置・面積（茶室と水屋の面積比も含む）･ 動線の長短等を検討、考察した。
結果及び考察：茶室で4.5 帖より広いものを広間、4.5 帖より狭いものを小間と言う

が、茶室と水屋の広さは100:40位の割合が一番多く、特に私的な茶室に於いてはこれが使

いやすいと言う結果を得た。そしてこれより狭い面積しか取れない場合には設計上の工夫

が必要で、古典的・近代的を問わず。いろいろの手法が用いられている。
公的なものについては、特に水屋を使用する人数も不特定で、なかなか適正な面積を決

定することも難しいのも解るのだが、配置の仕方にも多くの問題があり、実際に非常に使
いにくい水屋もあって。面積配分だけでは使いやすい水屋はできない。ここでは使いがっ

てをよく知った上で工夫しなければ使い易い茶室と水屋は出来ないことが解った。

E 18 坐 禅と住居 一女 子大生の作文 から一

騎m 大苫 小牧短大 （ 非常 勤講師）　 ○ 小林 法道

目的：坐禅は人間が俗念を除き無心の境に入るために静かに坐る行為である。平成２年

と３年に北海道のK 短期大学の女子大生（合計9  3 名）は作文『坐禅の空間－どんな場所

でどんな空間で坐禅がしたいかー』を執筆した。彼女たちの中で住居で参禅を希望してい

る參は約1  ／1   2    （8 名）で非常に少ない。本論は作文をもとに彼女たちの中の8  5 名の

者が住居で参禅を希望しない原因を導く。

方法：本論はK 短期大学の女子大生(  9 3 名）が参禅を希望する主な空間の条件である

多数の植物に囲まれていること、広いこと、静寂、落ち着き、暗さ、畳の床を住居が満た

しているか否かを導く。その際。本論は建築や環境意識に関する既存の統計調査結果をも

とに住居空間の状態を標準化したり、空間の周囲または内部の状態をもとに空間状態を標

準化したり、空間状態を細かい要素に分解する。本論は住居が満たしていない空間の条件

を彼女たちの中の8  5 名の者が住居で参禅を希望しない原因と判定する。

結果:  K 短期大学の女子大生(  9 3 名）の中で、約3 ／5    ( 5 8 名）の者は広い空間で、

約4 ／5    （7  6 名）の者は静寂な空間で、約1 ／5    ( 1  7 名）の者は落ち着いた空間で、

約1 ／3    （2  6 名）の者は多数の植物に囲まれた空間で、約１／３（３０名）の者は畳の

床で。約１／１０（９名）の者は暗い空間で参禅を希望している。

住居は多数の植物に囲まれていないし一般寺院の本堂や屋外の自然空間より狭く、静寂

及ぴ落ぢ着きを確保しずらくなってきている｡･したがって、彼女たちの中の8  5 名の者は

住居で参禅を希望していない。
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